
MVS300

 249， 000円 

SPECIFICATIONS

周波数範囲　　　5～3000MHz 
 
方向性 40dB以上＠50～3000MHz 
 25dB以上＠5～50MHz 
 
リターンロス　 20dB以上＠SOURCEポート 
 25dB以上＠DUTポート 
 10dB以上＠REFLECTEDポート 
 
挿入損失 7dB以下＠SOURCE-DUT 
 8dB以下＠DUT-REFLECTED 
 
開放短絡比　　 ±1dB以内 
 
コネクタ SMA(J)(3ポート共) 
 
最大入力電力　　1.5W＠CW 
 ※すべてのポートに対し直流電圧 
　　　　　　　　　印加は不可  
 
動作温度  －10～85℃ 
 (性能保証は10～50℃)

動作湿度 　　　85℃/80％RH以下 
 　　　(性能保証は50℃/80％RH以下) 
 
保存温・湿度　　－55～125℃、125℃/70％RH以下 
 
大きさ 　　　50(W)×31(H)×114(D)mm 
 　　　(突起物とゴム足含まず) 
 
重　さ 　　　約240g 
 
標準付属品　　　取扱説明書 

オプション  

　SMA(P)/SMA(P)同軸ケーブル(50cm)  MC301 

　SMA(P)/SMA(P)同軸ケーブル(1m)　 　 MC302 

　SMA(P)/SMA(P)同軸ケーブル(1.5m) 　 MC303 

　SMA(P)/N(P)同軸ケーブル(20cm)   　 MC305 

　SMA(P)/BNC(P)同軸ケーブル(20cm) 　 MC307

◆ 5-3000MHzの周波数範囲 
 
  ◆ 40dB以上の方向性 
 
   ◆ 50Ωの基準終端器内蔵 
 
    ◆ 1.5Wの最大入力電力 
 
      ◆ TG搭載スペクトラムアナライザ 

MSA338TGを使うことにより 

 VSWRの周波数特性評価を簡便 

 に行える 



信号発生器からVSWRブリッジの

SOURCEポートおよびDUTポートを

通して被試験物（DUT）に正弦波信号（進

行波）が供給されます。DUTの入力端

で発生した反射波はDUTポートおよ

びREFLECTEDポートを通して電力

計あるいはスペクトラムアナライザ

へ入力されます。この反射波を電力

計で測定します。

リターンロス＝0dBの校正は、DUTポートを開放することによって行います。

DUTポートを開放すれば、このポート端で全電力が反射され、REFLECTED

ポートに出力されます。本器において、SOURCEポートからDUTポートおよ

びDUTポートからREFLECTEDポートへの挿入損失の理論値は、各々6dBで

す。つまり、DUTポートを開放したとき、SOURCEポートに－10dBmを加

えると、REFLECTEDポートには－22dBm(実際には－22～－25dBm)が

出力されます。この時の電力計の読み値Po(dBm)がリターンロス＝0dBとな

ります。次に、DUTを接続した時の電力計の読み値をPx(dBm)とすると、

　　　           リターンロス　RL　＝　Po－Px（dB）

となります。

そこで、TG搭載スペクトラム

アナライザMSA338TGを使

うことにより簡単にリターンロス

の周波数特性カーブを得ること

ができます。MSA338TGと

MVS300の接続の仕方を図1

に示します。TG    OUTとSOURCE

ポートおよび RF INPUTと

REFLECTEDポートを接続す

る同軸ケーブルはオプションの

MC301を推奨します。MC301

の周波数帯域は10GHzです。なお、DUTに加えられる電力は、MSA338TG

の出力レベルが－10dBmですので、MVS300のSOURCEポートからDUT

ポートへの挿入損失6dB(規格値7dB以下)を加えると、－16～－17dBmとな

ります。印加レベルが高過ぎる場合は、TG OUTとDUTポートの間に固定ア

ッテネータを挿入します。

MSA338TGのノーマライズ

機能を使うことによりVSWR

ブリッジとMSA338TGの振

幅補正(振幅軸の周波数特性を

平坦にします)およびリターン

ロスの0dB校正を簡単に行うこ

とができます。図1の接続から

DUTポートのみを開放にします。

つまり、DUTポートには何も

接続しない状態にします。この

状態で、MS A 3 3 8 T Gを

T.G.:ONにすると図2のように

なります。基準レベルから

1div下った所にある破線がノ

ーマライズレベルです。

この状態のまま、NORM(ノー

マライズ):ONにすると、図3に

示すようにREFLECTEDポー

トの出力レベルは、ノーマライ

ズレベルへ補正されます。この

ノーマライズレベルがリターン

ロス＝0ｄBの位置となりす。

その後、DUTを接続すると図4

に示すように、リターンロスの

周波数特性カーブを得ることが

できます。もちろん、マーカ点

のデータからリターンロス値を

直読することもできます。

VSWR＝
10（RL/20）－1

10（RL/20）＋1

また、換算表を以下に示します。
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図2.　ノーマライズ前

図1.　接続の仕方

図3.　ノーマライズ後

図4.　リターンロス測定波形
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MSA338TGによるリターンロス測定VSWRブリッジの概要

リターンロスからVSWRへの換算

VSWRブリッジは、DUTから反射した電力、つまりリターンロスを測定します。

DUTポートが開放または短絡されているとき、全電力が反射されますので、

このときの電力をリターンロス＝0dBとします。一方、VSWRはDUTに加え

られる進行波とDUTからの反射波により定在波が発生し、その最大値Vmaxと

最小値Vminとの比から求めます。

　　　          VSWR＝Vmax/Vmin

VmaxとVminを測定することは非常に面倒なので、実際にはリターンロスを

測定し、この測定値からVSWRへ換算します。リターンロスをRLとすると、

VSWRへの変換式は以下となります。

VSWRあるいはリターンロスは信号発生器と電力計があれば測定できますが、

周波数特性カーブを得ようとすると、信号発生器の周波数を少しづつ変えて、

電力計の読み値を1点ずつプロットしなければならず、手間と時間がかかり

ます。

VSWRブリッジはフィルタ、増幅器、アンテナ等の電子デバイスや回路ある

いは装置の入出力の整合性（マッチング）を評価するために使用します。整合

性は、VSWRを測定することによって評価します。VSWRブリッジは、直接

的にはリターンロスを測定することからリターンロスブリッジとも呼ばれてい

ます。
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※ 仕様・形状は、事前の断りなしに変更されることがあります。


